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第

一
章
　
序
言

漆
紙
文
書
は
、
周
知
の
ご
と
く
漆
容
器
の
蓋
紙
と
し
て
漆
液
面
に
密
着
し
て
か
ぶ
せ
ら
れ
た

反
古
紙
で
あ
る
。
こ
れ
が
廃
棄
後
も
付
着
し
た
漆
に
保
護
さ
れ
た
た
め
に
、
土
中
で
も
腐
る
こ

と
な
く
遺
存
し
た
の
で
あ
る
①
さ
て
、
本
報
告
書
は
都
城
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
漆
紙
文
書
の
集

成
と
し
て
初
め
て
の
も
の
と
な
る
の
で
、
ま
ず
都
城
出
土
資
料
を
軸
に
、
漆
紙
文
書
の
調
査
研

究
の
歩
み
を
略
述
す
る
こ
と
に
す
る
。

漆
紙
文
書
が
初
め
て
確
認
、
報
告
さ
れ
た
遺
跡
は
、
平
城
京
跡
で
あ

っ
た
。　
一
九
七
〇
年
七

月
に
行
わ
れ
た
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
第
六
人
次
調
査
に
お
い
て
、
左
京
二
条
二
坊

六
坪
の
東
側
に
当
た
る
東
二
坊
坊
間
路
西
側
溝
か
ら
二
点
の
資
料
が
出
土
し
、
同
年
九
月
及
び

翌

一
九
七

一
年
に
漆
片
に
文
字
が
あ
る
も
の
と
し
て
報
告
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
出
発
点

と
し
て
漆
紙
文
書
研
究
の
歴
史
が
始
ま
る
が
、
現
在
に
至
る
ま
で
の
歩
み
は
大
き
く
三
時
期
に

分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

第

一
期
は

一
九
七
〇
年
の
発
見
か
ら

一
九
七
八
年
ま
で
で
あ
る
。
平
城
京
跡
で
の
発
見
と
ほ

ぼ
同
じ
時
期
、
宮
城
県
多
賀
城
跡
の
第
九
次
調
査
に
お
い
て
、
政
庁
地
区
か
ら
大
量
の
漆
紙
文

書
が
出
上
し
た
。　
一
九
七
〇
年
入
月
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
資
料
群
は
、
後
に
漆
紙
文
書
の
史

料
学
的
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
の
に
大
い
に
寄
与
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
当
時
は
ま

だ
紙
と
し
て
認
識
さ
れ
ず
、
皮
製
品
と
し
て
保
管
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
次
い
で

一
九
七
三

年
、
多
賀
城
跡
第
二

一
次
調
査
で
計
帳
様
文
書
が
出
土
し
、
こ
れ
が
翌
年
報
告
さ
れ
た
。
こ
れ

が
多
賀
城
で
最
初
に
報
告
さ
れ
た
漆
紙
文
書
で
あ
る
。

こ
の
頃
か
ら
同
種
の
紙
が
出
土
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
認
識
が
深
ま
り
、
平
城
京
跡
で
は

一
九
七
五
年
の
第
九
三
次
調
査
、
多
賀
城
跡
で
は

一
九
七
四
年
の
第
二
三
次
調
査
、　
一
九
七
六

年
の
第
二
人
次
調
査
、　
一
九
七
七
年
の
第
三
〇
次
、
第
三

一
次
調
査
な
ど
で
出
土
が
確
認
さ
れ

た
。
し
か
し
、
こ
の
時
点
は
ま
だ
漆
紙
文
書
の
史
料
学
的
位
置
づ
け
が
不
明
確
で
、
確
認
で
き

た
資
料
を
そ
の
都
度
報
告
す
る
と
い
う
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
段
階
で
あ

っ
た
。
今
か
ら
み
れ

ば
、
手
探
り
で
調
査
を
進
め
な
が
ら
着
実
に
事
例
を
蓄
積
し
て
い
る
時
期
で
あ
る
と
位
置
づ
け

ら
れ
る
。
ま
た
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
と
官
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
と
の
間
で
情
報

の
交
換
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
都
城
遺
跡
の
調
査
機
関
と
東
北
地
方
に
お
け
る
城
柵
遺
跡
の
調
査

機
関
と
の
間
で

一
定
の
連
携
の
下
に
調
査
が
進
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
注
意
さ
れ
て
よ
い
。

そ
の
後
、
研
究
の
進
展
に
伴
い
、
そ
れ
ま
で
皮
製
品
と
思
わ
れ
て
い
た
多
賀
城
跡
第
九
次
調

査
出
土
資
料
が
漆
紙
文
書
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
の
調
査
成
果
は

一
九
七
人

年
に
公
表
さ
れ
、
翌

一
九
七
九
年
に
は
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
る
に
至

っ
た
。
こ
の
段
階
で
、
漆

容
器
の
蓋
紙
と
し
て
の
性
格
が
明
確
に
な
る
と
と
も
に
、
技
術
的
に
も
赤
外
線
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ

の
利
用
が
確
立
し
た
こ
と
に
よ
り
、
調
査
研
究
は
新
し
い
段
階
に
入

っ
た
。
こ
れ
以
後
を
研
究

の
第
二
期
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
多
賀
城
跡
で
豊
富
な
資
料
が
得
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
第

二
期
に
お
け
る
研
究
の
中
心
は
、
質
、
量
と
も
に
東
北
の
城
柵
遺
跡
で
あ

っ
た
。

一
方
、
こ
の
時
期
、
都
城
遺
跡
出
土
資
料
の
調
査
に
つ
い
て
も
、　
一
定
の
成
果
が
蓄
積
さ
れ

た
。
平
城
宮

・
京
跡
に
つ
い
て
み
る
と
、　
一
九
人
〇
年
代
に
は
、　
一
九
六
〇
年
代
に
出
土
し
な

が
ら
文
書
と
は
認
識
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
資
料
に
つ
い
て
、
再
調
査
、
報
告
が
な
さ
れ
た
。
ま

た
、　
一
九
人
四
年
に
右
京
入
条

一
坊
十
四
坪
か
ら
大
量
の
資
料
が
出
土
し
、
こ
れ
が

一
九
九
〇

年
に
な

っ
て
報
告
さ
れ
る
に
至

っ
た
。　
一
方
、
長
岡
京
跡
で
も

一
九
人
〇
年
に
初
め
て
漆
紙
文

書
が
出
土
し
、
そ
れ
以
降
着
実
に
出
土
事
例
が
増
加
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
漆
紙
文
書

自
体
に
つ
い
て
の
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
た
多
賀
城
跡
、
秋
田
城
跡
、
鹿
の
子
Ｃ
遺
跡
、
下
野
国

府
跡
な
ど
に
比
べ
、
都
城
出
土
の
漆
紙
文
書
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
の
が
実
状
で

あ

っ
た
。
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と
こ
ろ
が
、　
一
九
九
五
年
に
至
り
、
平
城
宮
第
二
五
九
次
調
査
で
租
帳
に
類
似
し
た
文
書
が

出
土
し
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
で
は
過
去
に
出
土
し
た
資
料
を
再

調
査
す
る
作
業
を
開
始
し
た
。
同
じ
頃
、
長
岡
宮

・
京
跡
で
も

一
九
九
四
年
、
九
五
年
に
計
三

カ
所
か
ら
漆
紙
文
書
が
出
上
し
た
。
こ
れ
ら
の
調
査
の
蓄
積
の
中
か
ら
、
都
城
遺
跡
と
い
う
枠

組
み
の
中
で
資
料
の
位
置
づ
け
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
認
識
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
研
究
は
新
し
い
段
階
に
入
っ
た
と
評
価
で
き
、　
一
九

九
〇
年
代
半
ば
以
降
を
第
三
期
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

第
三
期
に
お
け
る
平
城
宮

・
京
跡
出
土
資
料
に
関
す
る
再
調
査
の
成
果
は
、
各
年
度
の

『奈

良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報
』
で
報
告
し
、
そ
の
一
端
は

一
九
九
八
年
に
行

っ
た

「な
ら
平
城

京
展
鶴
」
に
お
い
て
も
展
示
し
た
。
し
か
し
、
報
告
が
複
数
年
度
に
分
散
し
て
い
る
こ
と
、
紙

数
の
関
係
で
掲
載
で
き
な
か
っ
た
も
の
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
研
究
環
境
は
整

っ
た
と
は
い
え
な

い
状
態
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
近
年
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
よ
る
赤
外
線
撮
影
の
技
術
が
進
歩
し
、

よ
り
鮮
明
な
画
像
の
提
供
が
可
能
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
こ
と
を
背
景
に
、
平
城
宮

・
京
跡
出
土
漆
紙
文
書
に
関
す
る
調
査
成
果
を
集
大
成

す
る
報
告
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
、
こ
こ
に
刊
行
す
る
運
び
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

本
書
の
刊
行
が
、
都
城
出
土
漆
紙
文
書
の
研
究
を
次
の
段
階
へ
と
展
開
さ
せ
る
契
機
と
な
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。

第
二
章
　
漆
紙
文
書
出
土
の
遺
構

（
一
）
左
京
三
条

一
坊
十
六
坪
（第
三
二
次
調
査
）

第
三
二
次
調
査
は
、　
一
九
六
六
年
に
行
わ
れ
、
平
城
宮
東
南
隅
と
そ
れ
に
隣
接
す
る
左
京
三

条

一
坊
十
六
坪
を
発
掘
し
た
。
漆
紙
文
書
は
十
六
坪
東
北
部
に
あ
る
土
坑
Ｓ
Ｋ
三
九
九
五
か
ら

一
点
出
土
し
た
。

十
六
坪
及
び
南
隣
の
十
五
坪
は
、
こ
の
調
査
以
後
、
第

一
一
人

引
人
次
、
第
二
三
〇
次
、
第

二
三
四
十
九
次
の
各
調
査
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
調
査
の
知
見
は

『
一
九
九
二
年
度

平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
発
掘
調
査
概
報
』

全

九
九
三
年
）
、
『平
城
京
左
京
三
条

一
坊
十
四
坪

発
掘
調
査
報
告
』

⊂

九
九
五
年
）
な
ど
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
よ
る
と
、
十
五

・

十
六
坪
の
間
に
は
条
間
小
路
が
存
在
せ
ず
、
奈
良
時
代
を
通
じ
て
二
つ
の
坪
は

一
体
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
た
が
、
両
坪
の
間
に
は
築
地
塀
が
あ
り
、
南
北
二
つ
の
区
画
に
分
け
ら
れ
て
い
た
。

十
五
坪
の
中
心
部
で
は
三
棟
の
大
型
東
西
棟
建
物
を
南
北
に
並
べ
て
配
し
、
そ
の
左
右
に
南
北

棟
建
物
を
姑
称
に
置
く
と
い
う
整
然
と
し
た
建
物
配
置
を
取
る
。
こ
れ
ら
は
ほ
ぼ
同
じ
位
置
で

掘
立
柱
建
物
か
ら
礎
石
建
物
に
建
て
替
え
ら
れ
る
が
、
奈
良
時
代
を
通
じ
て
存
続
す
る
。
ま
た
、

十
六
坪
で
は
南
部
中
央
に
大
型
の
四
面
庇
付
き
建
物
が
あ
り
、
そ
の
東
側
に
は
大
型
の
井
戸
が

設
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
井
戸
か
ら
は

「内
匠
寮
」
と
記
し
た
木
簡
が
出
土
し
た

（
『平
城
木

簡
概
報
二
七
』
、　
一
九
九
三
年
）
。
漆
紙
文
書

一
が
出
土

し
た
土
坑
付
近
の
坪
東
北
部
で
は
、
棟
持
柱
を
有
す
る

特
殊
な
構
造
の
掘
立
柱
建
物
が
検
出
さ
れ
た
。
以
上
の

よ
う
な
遺
構
の
状
況
か
ら
、
十
五

・
十
六
坪
は
個
人
の

宅
地
で
は
な
く
、
宮
外
官
衛
も
し
く
は
離
宮
的
な
機
能

を
も

つ
施
設
が
あ

っ
た
と
推
定
し
て
い
る
。

（二
）
平
城
宮
跡
東
南
隅
（第
三
二
次
補
足
調
査
）

第
三
二
次
補
足
調
査
は

一
九
六
六
年
に
行
わ
れ
、
第

三
二
次
調
査
区
の
北
西
に
接
す
る
場
所
で
実
施
さ
れ

た
。
漆
紙
文
書
は
東
西
溝
Ｓ
Ｄ
四

一
Ｏ
Ｏ
Ａ
か
ら
二
点

出
土
し
た
。

こ
の
調
査
区
で
は
平
城
宮
の
南
面
大
垣
の
ほ
か
、
築
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地
塀

一
条
、
建
物
二
棟
、
柵
四
条
、
溝
二
条
、
炉
四
カ
所
な
ど
を
検
出
し
た
。
Ｓ
Ｄ
四

一
〇
〇

は
、
南
面
大
垣
の
心
よ
り
北
五

ｍ
の
位
置
に
心
が
あ
り
、
東
流
す
る
。
大
き
く
二
時
期
に
分
か

れ
、
下
層
が
Ｓ
Ｄ
四

一
〇
Ｏ
Ａ
、
上
層
が
Ｓ
Ｄ
四

一
〇
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
四

一
〇
〇
Ａ
は
、

幅

一
・
八

ｍ
を
測
り
、
深
さ
は
調
査
区
西
端
で
○

。
四

ｍ
、
東

へ
い
く
ほ
ど
深
く
な
り
、
最
深

一
。
Ｏ

ｍ
を
測
る
。
堆
積
土
は
大
き
く
二
層
に
分
か
れ
、
上
層
は
暗
褐
色
砂
質
粘
土
、
下
層
は

灰
色
砂
で
あ
る
。

Ｓ
Ｄ
四

一
Ｏ
Ｏ
Ａ
か
ら
は
式
部
省
の
考
選
関
係
の
本
簡
を
中
心
に
約

一
三
〇
〇
〇
点
の
木
簡

が
出
上
し
て
い
る
。
年
紀
を
も
つ
木
簡
と
し
て
、
古
い
も
の
で
は
神
亀
年
間

（七
二
四
～
七
二
九
）

の

一
群
と
、
神
護
景
雲
年
間

（七
六
七
～
七
七
〇
）
か
ら
宝
亀
元
年

（七
七
〇
）
の

一
群
と
が

あ
る
。
こ
れ
ら
は
出
土
位
置
を
異
に
し
、
漆
紙
文
書
二

・
三
は
、
奈
良
時
代
後
半
の
後
者
が

出
土
し
た
地
区
か
ら
の
出
土
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は

『平
城
宮
木
簡
』
四

・
五

・
六

（
一
九
人
六
年

・
一
九
九
六
年

・
二
〇
〇
四
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

３
一）
左
京
二
条
二
坊
六
坪

（第
六
人
次
調
査
）

第
六
人
次
調
査
は

一
九

七
〇
年
に
行
わ
れ
、
左
京
二

条
二
坊
六
坪
東
北
隅
を
発
掘

し
た
。
漆
紙
文
書
は
、
東
二

坊
坊
間
路
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
五
七

八
〇
か
ら
二
点
出
土
し
た
。

こ
れ
ら
は
既
に

『平
城
木
簡

概
報
人
』

（
一
九
七

一
年
）

に
お
い
て
伴
出
木
簡
と
と
も

に
漆
片
に
文
字
の
あ
る
も
の
と
し
て
報
告
し
て
い
る
。

漆
紙
文
書
四

・
五
が
出
土
し
た
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
五
七
八
〇
は
、
幅
三

・
二

ｍ
、
深
さ
○

・
六

ｍ

を
測
り
、
他
に
木
簡
七
九
点
、
「東
南
隅
」
「東
隅
」
な
ど
の
墨
書
土
器
、
和
同
開
弥

・
万
年
通

宝
な
ど
の
銭
貨
が
出
土
し
た
。
木
簡
に
は
郡
里
制

（～
霊
亀
三
年

〈七

一
七
》

や
郡
郷
里
制

（霊
亀
三
～
天
平

一
二
年

〈七
四
〇
》

の
地
名
表
記
を
も

つ
も
の
が
あ
る
が
、
奈
良
時
代
後
半

の
遺
物
も
伴
出
し
て
お
り
、
溝
は
奈
良
時
代
を
通
じ
て
機
能
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

（四
）
左
京
入
条
三
坊
十
坪
（第
九
三
次
調
査
）

第
九
三
次
調
査
は

一
九
七
五
年
に
行
わ
れ
、
左
京
八
条
三
坊

（東
市
周
辺
東
北
地
域
）
を
調

査
し
た
。
漆
紙
文
書
は
九

・
十
坪
坪
境
小
路
南
側
溝
Ｓ
Ｄ

一
一
五
五
か
ら
九
点
、
他
に
墨
付
き

の
な
い
断
片
二
片
が
出
土
し
た
。
こ
れ
ら
は
接
合
し
な
い
が
、
本
来
同

一
の
文
書
で
あ

っ
た
と

推
定
で
き
る
。
本
報
告
書
に
は
こ
の
う
ち
判
読
可
能
な
二
点
を
掲
載
し
た
。

Ｓ
Ｄ

一
一
五
五
は
、
幅
三

・
四

ｍ
～
三

・
八

ｍ
、
深
さ

一
。
二

ｍ
の
規
模
で
、
西
に
流
れ
、

平
城
京
の
東
堀
河
と
推
定
さ
れ
る
Ｓ
Ｄ

一
三
〇
〇
に
流
れ
込
む
。
Ｓ
Ｄ

一
一
五
五
か
ら
は
他
に
、

郷
制
下
の
付
札
を
含
む
木
簡
二
五
点
、
「法
所
」
「土
寺
」
「紀
伊
」
な
ど
の
墨
書
土
器
、
漆
塗

第 4図  第63次言周査  SD5780 (南から)
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木
製
匙
、
漆
皮
箱
、
漆
塗
冠
帽
断
片
、
漆
濾

し
布
、
漆
容
器
の
土
師
器
皿

・
杯
、
須
恵
器

重
、
ヒ
ノ
キ
製
曲
物
、
漆
刷
毛

・
箆
な
ど
が

出
土
し
、
付
近
に
漆
器
工
房
の
存
在
が
想
定

で
き
る

（
『平
城
京
左
京
人
条
三
坊
発
掘
調

査
概
報
』

一
九
七
六
年
、
『平
城
木
簡
概
報

一
一
』

一
九
七
七
年
）
。

な
お
、
同
じ
溝
か
ら
墨
痕
の
あ
る
漆
紙
文

書
の
他
に
、
墨
痕
の
な
い
漆
容
器
蓋
紙
も
多

数
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
参
考
資
料

一

と
し
て
掲
げ
た
も
の
は
、
最
大
径

一
九

・
七

Ｃｍ
の
円
形
を
呈
す
る
。
こ
れ
は
同
じ
溝
か
ら

出
土
し
た
文
字
の
あ
る
蓋
紙
と
比
べ
て
大
型

で
あ
り
、
杯
の
蓋
紙
で
は
あ
り
得
ず
、
曲
物

容
器
に
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
大
型
で
あ

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
地
方
か
ら
の
運
搬
用
、

ま
た
は
平
城
京
で
の
気
管
用
の
容
器
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
運
搬
容
器
で
そ
の
ま
ま
保

管
し
た
可
能
性
は
高

い
。
ま
た
、
こ
れ
に
は

厚
く
漆
が
付
着
し
て
い
る
。
同
じ
よ
う
な
漆

付
着
状
況
を
示
す
断
片
は
同
じ
溝
か
ら
他
に

も
出
土
し
て
お
り
、
円
形
に
は
復
元
で
き
な

い
も
の
の
、
同
様
の
蓋
紙
が
多
数
存
在
し
た

こ
と
が
推
定
で
き
る
。　
一
方
、
墨
痕
が
確
認



で
き
る
漆
紙
文
書
に
は
漆
が
あ
ま
り
厚
く
は
付
着
し
て
い
な
い
の
で
、
状
態
は
明
ら
か
に
異
な

る
。
大
型
の
蓋
紙
は
、
運
搬
用
、
ま
た
は
保
管
用
の
容
器
と
し
て
長
い
時
間
漆
液
に
か
ぶ
せ
ら

れ
て
い
た
状
況
が
推
定
で
き
、
小
型
の
蓋
紙
は
、
小
分
け
用
ま
た
は
パ
レ
ッ
ト
用
の
容
器
の
蓋

紙
な
ど
と
し
て
短
い
時
間
だ
け
用
い
ら
れ
、
付
着
し
た
漆
が
丁
寧
に
掻
き
落
と
さ
れ
た
状
況
が

推
定
で
き
る
。

（五
）
左
京
二
条
二
坊
十
三
坪
（第

一
三

一
十
三

一
次
調
査
）

第

一
三

一
十
三

一
次
調
査
は
、　
一
九
人
三
年
に
行
わ
れ
、
左
京
二
条
二
坊
十
三
坪
を
発
掘
し

た
。
漆
紙
文
書
は
遺
物
包
含
層
か
ら

一
点
出
土
し
た
。

十
三
坪
で
は
、
こ
の
調
査
の
他
、
第

一
四

一
十
五
次
、
第

一
五

一
十
一
一
次

（東
区

・
西
区
）

の
各
調
査
が
行
わ
れ
、
調
査
成
果
は
四
つ
の
調
査
区
合
わ
せ
て

『平
城
京
左
京
二
条
二
坊
十
三

坪
の
発
掘
調
査
』

全

九
人
四
年
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
十
三
坪
の
遺

構
は
人
世
紀
前
半
か
ら

一
〇
世
紀
末
に
至
る
六
時
期
に
わ
た
る
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
が
、
漆
紙

文
書
は
遺
構
に
伴
わ
な
い
。
後
述
す
る
よ
う
に
平
城
宮
土
器
Ⅳ
に
比
定
さ
れ
る
土
器
に
付
着
し

て
い
る
の
で
、
奈
良
時
代
後
半
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
漆
関
連
遺
物
と
し
て
、
第

一
五

一
十
一
一
次
調
査
区
の
包
含
層
か
ら
唐
草
と
鳥
の
文

様
を
針
書
き
し
た
漆
器
の
破
片
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
は
奈
良
時
代
末
か
ら
平
安
時
代
初
期
を

大
き
く
降
ら
な
い
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
文
字
資
料
と
し
て
、
同
じ
く
第

一
五

一
十
一
一

次
調
査
区
の
十
二

・
十
三
坪
坪
境
小
路
東
側
溝
Ｓ
Ｄ
二
七
四
〇
か
ら
志
摩
国
英
虞
郡
舟
越
郷
の

海
松
の
付
札
な
ど
の
木
簡
計
三
点
、
中
世
の
土
取
り
穴
Ｓ
Ｋ
二
七
七
〇
に
混
入
し
た
伊
豆
国
賀

茂
郡
の
付
札
木
簡

一
点
が
出
土
し
て
い
る

（『平
城
木
簡
概
報

一
七
』

一
九
人
四
年
）
。

（六
）
左
京
人
条

一
坊
六
坪
（第

一
六
〇
次
調
査
）

第

一
六
〇
次
調
査
は

一
九
人
四
年
に
行
わ

れ
、
左
京
八
条

一
坊
三

・
六
坪
を
発
掘
し
た
。

漆
紙
文
書
は
六
坪
に
あ
る
掘
立
柱
建
物
Ｓ
Ｂ

三

一
九
〇
の
柱
穴
か
ら

一
点
出
土
し
た
。
当
該

地
の
調
査
成
果
は

『平
城
京
左
京
八
条

一
坊

三

・
六
坪
発
掘
調
査
報
告
書
』

⊂

九
入
五
年
）

に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
検

出
し
た
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
初
頭
の
主
な

遺
構
と
し
て
、
人
条
条
間
路
と
三

・
六
坪
の
坪

境
小
路
東
側
溝
、
掘
立
柱
建
物
四
七
棟
、
池
状

遺
構

一
、
井
戸

一
基
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、

男 7図  第98次言周査  SDl155(東から)
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六
坪
の
遺
構
は
Ａ
ｌ
、
Ａ
２
、
Ｂ
お
Ｃ
の
四
時
期
に
分
け
ら
れ
る
。
Ｓ
Ｂ
三

一
九
〇
は
、
桁
行

六
間
以
上
、
梁
間
二
間
の
規
模
を
も
つ
、
奈
良
時
代
後
半
か
ら
末
頃

（Ｂ
期
）
の
南
庇
付
東
西

棟
建
物
で
、
漆
紙
文
書
九
は
身
舎
西
南
隅
柱
の
抜
取
穴
か
ら
出
土
し
た
。

（七
）
右
京
八
条

一
坊
十
四
坪
（大
和
郡
山
市
教
育
委
員
会
調
査
）

こ
の
調
査
は
、　
一
九
人
四
年
に
大
和
郡
山
市
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
右
京
八
条

一
坊
十
三

。
十
四
坪
に
つ
い
て
は
、
大
和
郡
山
市
教
育
委
員
会
と
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
が
、

一
九
人
四
年
か
ら

一
九
八
六
年
に
か
け
て
、
計
五
カ
次
に
わ
た
り
調
査
を
行

っ
て
お
り
、
こ
の

調
査
は
そ
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
。
漆
紙
文
書
は
大
和
郡
山
市
教
育
委
員
会
担
当
部
分
の
十
四

坪
に
あ
る
土
坑
Ｓ
Ｋ
二
〇
〇

一
か
ら
計
六
九
点
出
土
し
た
。
本
報
告
書
で
は
こ
の
う
ち
釈
読
可

能
な
四
二
点
を
掲
載
し
た
。

調
査
成
果
は

『平
城
京
右
京
人
条

一
坊
十
三

・
十
四
坪
発
掘
調
査
報
告
』
盆

九
九
〇
年
）

に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
奈
良
時
代
の
主
な
遺
構
と
し
て
、
Ｉ
期
～
Ⅳ
期
の

四
時
期
に
わ
た
る
多
数
の
掘
立
柱
建
物
、
塀
、
道
路
、
井
戸
、
溝
な
ど
を
検
出
し
た
。
鋳
造
関

係
遺
物
や
漆
工
関
係
遺
物
が
出
土
し
て
お
り
、
大
規
模
な
工
房
遺
跡
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。

調
査
地
の
付
近
に
は
西
市
が
所
在
し
て
お
り
、
市
と
深
く
関
係
す
る
工
房
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
漆
紙
文
書
が
出
上
し
た
土
坑
Ｓ
Ｋ
二
〇
〇

一
は
、
東
西
二

・
七

ｍ
、
南
北

一
四

・
三

ｍ
、
深
さ
二
三

ｃｍ
を
測
る
大
規
模
な
も
の
で
、
奈
良
時
代
前
半

（遺
構
変
遷
の
Ⅱ
期
）
に
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
。
同
じ
土
坑
か
ら
、
漆
容
器
の
須
恵
器
壷
、
及
び
そ
の
栓
、
ク
ロ
メ
用
と
思

わ
れ
る
須
恵
器
盤
、
漆
濾
し
布
な
ど
の
漆
工
房
関
係
遺
物
が
伴
出
し
て
い
る
。

な
お
、
墨
痕
の
あ
る
漆
紙
文
書
六
九
点
以
外
に
、
多
数
の
墨
痕
の
な
い
漆
容
器
蓋
紙
も
出
土

し
て
い
る
。
本
来
墨
書
の
あ
る
断
片
と
同

一
個
体
で
あ

っ
た
と
推
定
で
き
る
も
の
も
あ
る
が
、

そ
れ
と
は
別
に
注
目
す
べ
き
資
料
と
し
て
参
考
資
料
二

・
三
が
あ
る
の
で
付
言
す
る
。
こ
の
う

ち
参
考
資
料
二
は
、
三
回
折
り
た
た
ま
れ
た
紙
の
断
片
で
、
現
状
で
長
辺

一
四

。
五

ｃｍ
、
短
辺

一
一
。
Ｏ

Ｃｍ
を
測
る
。
復
元
的
に
開
く
な
ら
ば
、
直
径
二
九

ｃｍ
以
上
の
円
形
と
な
る
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
大
型
の
蓋
紙
で
あ
り
、
ま
た
、
厚
く
漆
が
付
着
し
て
い
る
。
第
九
三
次

調
査
で
出
土
し
た
文
字
の
な
い
蓋
紙
と
同
様
に
、
地
方
か
ら
の
運
搬
用
、
ま
た
は
平
城
京
で
の

保
管
用
の
曲
物
容
器
に
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
姑
し
、
同
じ
土
坑
か
ら
出
土
し
た

文
字
の
あ
る
漆
紙
文
書
に
は
漆
が
あ
ま
り
厚
く
は
付
着
し
て
お
ら
ず
、
小
分
け
用
ま
た
は
パ
レ

ッ
ト
用
の
容
器
の
蓋
紙
な
ど
と
し
て
短
い
時
間
だ
け
用
い
ら
れ
、
付
着
し
た
漆
が
丁
寧
に
掻
き

落
と
さ
れ
た
状
況
が
推
定
で
き
る
。

（人
）
左
京
二
条
二
坊
五
坪
（第
二
〇
四
次
調
査
）

第
二
〇
四
次
調
査
は

一
九
人
九
年
に
行
わ
れ
た
。
百
貨
店
建
設
の
事
前
調
査
と
し
て
、
左
京

二
条
二
坊
五
坪

（藤
原
麻
呂
邸
推
定
地
）
及
び
左
京
三
条
二
坊

一
。
二

・
七

・
八
坪

（長
屋
王

邸
推
定
地
）
を
、　
一
九
人
六
年
か
ら

一
九
人
九
年
に
か
け
て
発
掘
し
た

一
連
の
調
査
の
う
ち
の

一
つ
で
あ
る
。
第
二
〇
四
次
調
査
で
は
、
こ
の
う
ち
の
二
条
二
坊
五
坪
及
び
そ
の
南
の
二
条
大

路
を
調
査
し
た
。
漆
紙
文
書
は
二
条
大
路
上
に
設
け
ら
れ
た
濠
状
遺
構
Ｓ
Ｄ
五
三
〇
〇
と
Ｓ
Ｄ

五
三

一
〇
か
ら
各

一
点
出
土
し
た
。

Ｓ
Ｄ
五
三
〇
〇

・
五
三

一
〇
は
、
Ｓ
Ｄ
五

一
〇
〇
と
と
も
に
、
二
条
大
路
の
路
面
上
に
南
北

両
側
溝
と
平
行
し
て
、
そ
の
道
路
側
に
掘
ら
れ
た
東
西
に
延
び
る
濠
状
遺
構
で
、
い
わ
ゆ
る

「
二
条
大
路
木
簡
」
と
総
称
さ
れ
る
木
簡
群
が
出
土
し
た
遺
構
で
あ
る
。

Ｓ
Ｄ
五
三
〇
〇
は
、
二
条
大
路
の
北
端
に
あ
り
、
東
二
坊
坊
間
路
西
側
滞
Ｓ
Ｄ
四
六
九
九
の

Ｏ

・
八

ｍ
西
か
ら
左
京
二
条
二
坊
五
坪
南
面
中
央
に
あ
る
門
Ｓ
Ｂ
五
三

一
五
の
四

ｍ
東
ま
で
延

び
て
い
る
。
幅
二
～
二

・
七

ｍ
、
深
さ

一
～

一
・
三

ｍ
の
規
模
で
、
全
長
五
六

ｍ
を
完
掘
し
た
。

土
層
は
大
き
く
四
層
に
分
け
ら
れ
、
最
上
層
が
埋
め
立
て
土
、
下
三
層
が
堆
積
土
で
あ
る
。
漆

紙
文
書
は
伴
出
木
簡
と
と
も
に
上
か
ら
三
層
目
の
木
屑
層
か
ら
出
土
し
た
。
伴
出
木
簡
の
年
紀

は

一
点
の
み
神
亀
五
年

（七
二
人
）
の
も
の
が
あ
る
が
、
他
は
天
平
三
年

（七
三

一
）
～
八
年
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左京二条二坊五坪 第198次B区

A
0                     30m

路条 大

第200次補足

左京三条二坊八坪
第193次

亭「X管足

に
収
ま
る
①

Ｓ
Ｄ
五
三

一
〇
は
、
門

Ｓ
Ｂ
五
三

一
五
の
西
で
、

門
を
挟

ん
で
Ｓ
Ｄ
五
三

〇
〇
と
対
称
の
位
置
に
あ

る
濠
状
遺
構
で
あ
る
。
東

端
か
ら
六

ｍ
分
を
検
出
し

た
が
西
端
は
調
査
区
外
に

延
び
る
。
幅
は
現
状
で
は

不
明
で
あ
る
が
、
約
二

ｍ

と
推
定

さ
れ
、
深
さ
は

一
。
一
ｍ
の
規
模

で
あ

る
。
土
層
は
四
層
に
分
け

ら
れ
る
が
、
漆
紙
文
書
は

伴
出
木
簡
と
と
も
に
上
か

ら
三
層
目
の
本
屑
層
か
ら

出
土
し
た
。
木
簡
の
年
紀

は
天
平
八
年
の
も
の
に
ほ

ぼ
限
ら
れ
る
。
Ｓ
Ｄ
五
三

〇
〇
も
Ｓ
Ｄ
五
三

一
〇
も

流
れ
た
痕
跡
の
な
い
遺
構

で
あ
る
。

一
連
の
発
掘
成
果
の
詳

細
及
び
出
土
木
簡
に
つ
い

て
は
、
『平
城
京
左
京
二
条
二
坊

。
三
条
二
坊
発
掘
調
査
報
告
』

全

九
九
五
年
）
、
『平
城
京
木

簡
』

一
・
三

（
一
九
九
二
年

。
二
〇
〇

一
年
）
、
『平
城
木
簡
概
報
二
〇
～
三
三
』

全

九
人
人

～
九
七
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
特
に
漆
紙
文
書
に
つ
い
て
は

『平
城
木
簡
概
報
二
四
』

（
一

九
九

一
年
）
に
伴
出
木
簡
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（九
）
西
隆
寺
跡
（第
二
二
人
次
調
査
）

西
隆
寺
跡
の
発
掘
調
査
は
、
大
型
商
業
施
設
や
都
市
計
画
道
路
の
建
設
に
伴
い
、　
一
九
七
〇

年
代
前
半
、　
一
九
八
〇
年
代
末
か
ら

一
九
九
〇
年
代
初
頭
、
及
び

一
九
九
〇
年
代
末
か
ら
二
〇

〇
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
、
断
続
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
第
二
二
人
次
調
査
は

一
九
九

一
年
に
行
わ
れ
、　
一
点
の
漆
紙
文
書
が
出
土
し
て
い
る
。

西
隆
寺
は
、
奈
良
時
代
の
末
に
、
恵
美
押
勝
の
乱
に
勝
利
し
た
称
徳
天
皇
が
創
建
し
た
も
の

で
、
西
大
寺
と
対
に
な
る
尼
寺
で
あ
る
。
神
護
景
雲
元
年

（七
六
七
）
入
月
に
造
西
隆
寺
司
長

官
以
下
の
任
命
が
あ
り
、
宝
亀
二
年

（七
七

一
）
入
月
に
印
が
頒
賜
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
頃
ま
で
に
は

一
応
の
完
成
を
み
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

伽
藍
は
文
献
史
料
か
ら
平
城
京
右
京

一
条
二
坊
九

・
十

・
十
五

・
十
六
坪
を
占
め
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
発
掘
調
査
の
結
果
、
中
軸
線
上
に
回
廊
に
囲
ま
れ
た
金
堂
を
は
じ
め
と
す
る
中

心
堂
舎
が
配
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
北
面
回
廊
の
東
延
長
線
上
に
東
門

が
あ
り
、
東
門
を
寺
域
内
に
入
る
と
、
西

へ
向
か

っ
て
道
路
が
延
び
て
お
り
、
そ
の
南
北
両
側

に
は
築
地
塀
で
囲
ま
れ
た
区
画
が
存
在
す
る
。
南
側
の
区
画
は
塔
院
、
北
側
の
区
画
は
食
堂
院

で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

食
堂
院
は
西
隆
寺
造
営
以
前
に
九
坪
に
あ

っ
た
池
状
遺
構
Ｓ
Ｇ
五
三
〇
を
埋
め
立
て
、
掘
立

柱
建
物
Ｓ
Ｂ
五

一
〇
を
解
体
し
た
後
、
整
地
を
施
し
て
建
設
さ
れ
た
こ
と
、
当
初
は
掘
立
柱
建

物
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、
奈
良
時
代
末
か
ら
平
安
時
代
初
頭
に
か
け
て
礎
石
建
物
を
中
心

と
す
る
も
の
に
改
修
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
判
明
し
た
。
第
二
二
人
次
調
査
は
、
食
堂
院
内
に
お

界12図  SD5100・ 5300・ 5310 地区害」図



い
て
、
食
堂
の
西
か
ら
北
の
位
置
に
か
け
て
斜
行
す
る
調
査
区
を
設
定
し
て
発
掘
し

て
い
る
が
、
漆
紙
文
書
は
調
査
区
の
西
南
隅
か
ら
出
土
し
た
。
こ
こ
に
は
先
述
の

Ｓ
Ｇ
五
三
〇
が
あ
り
、
西
隆
寺
造
営
に
伴
う
埋
土
及
び
整
地
土
、
さ
ら
に
そ
の
上
に

奈
良
時
代
末
か
ら
平
安
時
代
初
頭
に
か
け
て
の
遺
物
を
包
含
す
る
層
が
堆
積
し
て
い

る
。
こ
の
地
区
は
西
隆
寺
造
営
後
、
建
物
と
塀
に
は
さ
ま
れ
た
空
閑
地
に
あ
た
り
、

塵
芥
処
理
用
の
一
画
と
し
て
利
用
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
漆
紙
文
書
が
出
土

し
た
の
は
、
」ゝ
の
う
ち
の
池
の
東
側
の
整
地
土
に
あ
た
る
茶
掲
土
下
層
か
ら
で
あ
る
。

同
層
か
ら
は
平
城
宮
土
器
Ⅳ

・
Ｖ
に
該
当
す
る
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

こ
の
整
地
土
が
食
堂
院
の
創
建
に
伴
う
も
の
か
、
改
修
に
伴
う
も
の
か
は
判
然
と
し

な
い
。

な
お
、
漆
紙
文
書
出
土
地
区
か
ら
は
、
ほ
か
に
漆
塗
関
係
遺
物
の
出
土
は
報
告
さ

れ
て
い
な
い
が
、
回
廊
東
北
隅
の
外
側
に
あ
る
土
坑
Ｓ
Ｋ
四
五
五
か
ら
は
、
漆
運
搬

容
器
の
須
恵
器
壷
、
横
瓶
が
出
土
し
て
お
り
、
回
廊
礎
石
据
付
穴
か
ら
も
漆
の
付
着

し
た
須
恵
器
片
が
出
土
し
て
い
る
。
西
隆
寺
造
営
に
伴
い
、
漆
塗
作
業
が
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
関
係
す
る
文
字
資
料
と
し
て
、
東
門
地
区
の
調
査
に
お
い
て
検
出
さ
れ
た

Ｓ
Ｘ
Ｏ
三
三
及
び
Ｓ
Ｘ
Ｏ
三
五
か
ら
多
数
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、

Ｓ
Ｘ
Ｏ
三
五
か
ら
出
土
し
た
木
簡
の
う
ち
、
年
紀
の
あ
る
も
の
は
、
（天
平
）
勝
宝

元
年

（七
四
九
）
の
記
載
の
あ
る
習
書
を
除
け
ば
、
天
平
榊
護
三
年

（七
六
七
）
、

及
び

（神
護
）
景
雲
元
年

（七
六
七
）
の
米
荷
札
が
あ
り
、
Ｓ
Ｘ
Ｏ
三
三
で
は
、

（神
護
）
景
雲
二
年
の
調
塩
荷
札
、
知
識
銭
付
札
、
（年
号
な
し
）
四
年
の
文
書
木
簡

が
あ
つ
て
、
い
ず
れ
も
西
隆
寺
造
営
途
上
に
お
け
る
年
代
を
示
す
。
両
遺
構
か
ら
は
、

西
隆
寺
の
造
営
資
材
や
労
働
者
に
対
す
る
食
料
支
給
に
関
わ
る
木
簡
、
造
営
の
た
め

の
知
識
銭
の
付
札
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
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発
掘
調
査
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
西
隆
寺
調
査
委
員
会

『西
隆
寺
発
掘
調
査
報
告
書
』
全

九
七
六
年
）
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『西
隆
寺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
α

九
九
二
年
）
、

奈
良
文
化
財
研
究
所

『西
隆
寺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
全
一〇
〇

一
年
）
を
、
出
土
木
簡
に
つ

い
て
は
今
泉
隆
雄

「平
城
京
西
隆
寺
の
木
簡
と
そ
の
創
建
」
亀
古
代
木
簡
の
研
究
』
吉
川
弘
文

館
、　
一
九
九
八
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
一
〇
）
平
城
宮
跡
東
院
地
区
（第
二
四
三

・
二
四
五
十
一
次
調
査
）

第
二
四
三

・
二
四
五
十
一
次
調
査
は

一
九
九
三
年
度
に
行
わ
れ
、
平
城
宮
東
張
出
部
南
端
、

い
わ
ゆ
る
東
院
庭
園
の
区
画
の
西
を
発
掘
し
た
。　
漆
紙
文
書
は
井
戸
Ｓ
Ｅ

一
六
〇
三
〇
か
ら

一
点
出
土
し
た
。
検
出
し
た
遺
構
は
大
き
く
Ａ
期
か
ら
Ｇ
期
の
七
時
期
に
分
け
ら
れ
る
。
Ｓ
Ｅ

一
六
〇
三
〇
は
、
こ
の
う
ち
天
平
神
護
年
間
か
ら
榊
護
景
雲
年
間
の
Ｄ
期
に
掘
削
さ
れ
、
宝
亀

年
間
の
Ｆ
期
ま
で
存
続
し
た
井
戸
で
、　
一
辺
五

ｍ
の
方
形
の
掘
形
の
中
に
幅
約
二
〇

ｃｍ
、
厚
さ

約

一
〇

Ｃｍ
の
ヒ
ノ
キ
の
板
材
を
縦
に
二
〇
枚

並
べ
て
円
形
の
井
戸
枠
を
作

っ
て
い
る
。
井

戸
枠
材
の
う
ち
、　
一
人
点
に
墨
書
が
あ
る
。

漆
紙
文
書
は
井
戸
枠
内
か
ら
出
土
し
た
が
、

木
簡
の
削
屑

一
点
が
伴
出
し
て
い
る
。
こ
の

他
、
こ
の
井
戸
の
排
水
溝
に
相
当
す
る
南

北
溝
Ｓ
Ｄ

一
六
〇
四
〇
か
ら
五
九
点

の
木

簡
が
出
土
し
て
い
る
。
発
掘
成
果
の
詳
細

及
び
伴
出
木
簡
に
つ
い
て
は

『
一
九
九
三

年
度
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
発
掘
調
査
概

報
』

全

九
九
四
年
）
、
『平
城
木
簡
概
報
二

九
』

（
一
九
九
四
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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（
一
一
）
平
城
宮
跡
造
酒
司
推
定
地
南
（第
二
五
九
次
調
査
）

第
二
五
九
次
調
査
は

一
九
九
二
年
に
行
わ
れ
、
内
裏
の
東
方
、
造
酒
司
と
推
定
さ
れ
て
い
る

官
衡
区
画
の
南
辺
及
び
そ
の
南
を
東
西
に
走
る
宮
内
道
路
に
当
た
る
部
分
を
発
掘
し
た
。
漆
紙

文
書
は
宮
内
道
路
南
側
溝
Ｓ
Ｄ

一
一
六
〇
〇
か
ら

一
点
出
土
し
た
。
Ｓ
Ｄ

一
一
六
〇
〇
は
、
幅

約
五

ｍ
、
深
さ

一
ｍ
の
規
模
で
、
西
流
す
る
。
堆
積
土
は
大
き
く
五
層
に
分
か
れ
、
こ
の
う
ち

の
下
か
ら
二
層
目
と
三
層
目
の
中
に
場
所
に
よ
り
木
屑
を
多
く
含
む
層
が
見
ら
れ
た
。
漆
紙
文

書
は
二
人
○
人
点
の
木
簡
と
と
も
に
こ
の
木
屑
層
か
ら
出
土
し
た
。
伴
出
木
簡
の
年
紀
は
、
別

の
溝
か
ら
混
入
し
た
可
能
性
の
あ
る
天
平

一
四
年

（七
四
二
）
の
も
の
を
除
き
、
宝
亀
四
年

（七
七
三
）
～
延
暦
三
年

（七
人
四
）
の
間
に
収
ま
る
。
木
簡
の
内
容
を
検
討
す
る
と
、
皇
太

子
時
代
の
山
部
親
王

（後
の
桓
武
天
皇
）
の
春
宮
坊
に
関
係
す
る
も
の
、
及
び
桓
武
天
皇
の
皇

后
の
藤
原
乙
牟
漏
の
皇
后
宮
職
に
関
係
す
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

発
掘
調
査
の
知
見
は

『
一
九
九
五
年
度
平
城
官
跡
発
掘
調
査
部
発
掘
調
査
概
報
』

全

九

九
六
年
）
、
「年
報

一
九
九
六
』
全

九
九
七
年
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
伴
出
木
街
に
つ
い

|    |    |
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て
は

『平
城
木
簡
概
報
三
二
』

全

九
九
六
年
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

盆

三
）
そ
の
他

こ
の
他
、
墨
痕
の
な
い
、
ま
た
は
文
字
の
判
読
で
き
な
い
漆
容
器
蓋
紙
が
第
九
九
次
調
査
、

第

一
五
四
次
調
査
、
第
二
〇
〇
次
調
査
、
及
び
第
二
七
九
次
調
査
に
お
い
て
出
土
し
て
い
る
。

図
版
、
釈
文
は
掲
載
し
て
い
な
い
が
、
大
い
に
関
係
す
る
遺
物
で
あ
り
、
周
辺
の
調
査
で
今
後

墨
痕
の
あ
る
資
料
が
出
土
す
る
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
参
考
の
た
め
こ
こ
に
付
記
す
る
。

第
九
九
次
調
査
は

一
九
七
六
年
に
行
わ
れ
、
平
城
宮
跡
東
張
出
部
に
あ
る
庭
園
、
い
わ
ゆ
る

東
院
庭
園
の
園
池
北
半
部
を
調
査
し
た
。
漆
容
器
蓋
紙
は
東
院
地
区
の
東
面
を
画
す
る
大
垣

Ｓ
Ａ
五
九
〇
〇
の
東
雨
落
溝
Ｓ
Ｄ
五
人

一
五
か
ら

一
片
、
上
層
園
池
Ｓ
Ｇ
五
人
○
Ｏ
Ｂ
の
堆
積

土
か
ら
七
片
出
土
し
た
。
発
掘
調
査
の
成
果
に
つ
い
て
は

『平
城
宮
報
告
�
』
０
一〇
〇
三
年
）

を
参
照
さ
れ
た
い
。

第

一
五
四
次
調
査
は

一
九
人
三
年
に
行
わ
れ
、
平
城
宮
内
裏
の
東
方
を
発
掘
し
た
。
漆
容
器

蓋
紙
は
こ
の
地
区
を
南
流
す
る
宮
内
の
基
幹
排
水
路
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇
か
ら

一
点
出
土
し
た
。
こ

の
資
料
は
漆
の
パ
レ
ッ
ト
に
用
い
た
土
師
器
の
杯
に
か
ぶ
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
完
存
せ
ず
、
本

来
の
直
径
は
不
明
で
あ
る
。
残
存
部
分
は
約
九

ｃｍ
四
方
の
断
片
と
な

っ
て
い
る
。
同
じ
溝
か
ら

漆
塗
り
用
刷
毛
の
ほ
か
、　
一
七
七
八
点
も
の
木
簡
が
伴
出
し
た
。
発
掘
成
果
の
詳
細
及
び
伴
出

木
簡
に
つ
い
て
は
、
『昭
和
五
八
年
度
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
発
掘
調
査
概
報
』
盆

九
人
四
年
）
、

『平
城
木
簡
概
報

一
七
』
盆

九
人
四
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

第
二
〇
〇
及
調
査
は

一
九
人
九
年
に
行
わ
れ
、
左
京
三
条
二
坊
入
坪
北
辺
と
二
条
大
路
を
調

査
し
た
。
漆
容
器
蓋
紙
は
二
条
大
路
上
に
掘
ら
れ
た
濠
状
遺
構
Ｓ
Ｄ
五

一
〇
〇
か
ら
三
点
出
土

し
た
。
Ｓ
Ｄ
五

一
〇
〇
は
、
Ｓ
Ｄ
正
三
〇
〇
、
Ｓ
Ｄ
五
三

一
〇
と
と
も
に
、
い
わ
ゆ
る
二
条
大

路
木
簡
が
出
土
し
た
遺
構
で
あ
る
。　
一
連
の
発
掘
成
果
の
詳
細
及
び
出
土
木
簡
に
つ
い
て
は
、

『平
城
京
左
京
二
条
二
坊

・
三
条
二
坊
発
掘
調
査
報
告
』

全

九
九
五
年
）
、
『平
城
京
木
簡
』

一
・
三

（
一
九
九
五
年

・
二
〇
〇

一
年
）
、
『平
城
木
簡
概
報
二
〇
～
三
三
』
盆

九
人
八
～
九
七

年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

第
二
七
九
次
調
査
は

一
九
九
七
年
に
行
わ
れ
、
左
京
二
条
二
坊
十

一
坪
を
発
掘
し
た
。
漆
紙

文
書
は
包
含
層
か
ら

一
点
出
土
し
た
。
小
さ
な
土
器
片
に
付
着
し
た
小
片
で
あ
り
、
わ
ず
か
に

墨
痕
が
残
る
が
、
判
読
で
き
な
い
。
発
掘
成
果
の
詳
細
は

『年
報

一
九
九
七
十
Ⅲ
』

（
一
九

九
七
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

第
三
章
　
漆

の
流
通
と
漆
紙
文
書

漆
の
流
通
と
漆
容
器

。
蓋
紙

漆
紙
文
書
は
漆
容
器
の
蓋
紙
に
使
用
さ
れ
た
反
古
紙
で
あ
る
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
漆
容
器

に
蓋
紙
が
付
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
漆
紙
文
書
の
史
料
学
的
位
置
づ
け
を
考
え
る
た
め
に
は
、

漆
の
生
産
か
ら
消
費
に
至
る
過
程
の
、
ど
の
段
階
で
紙
が
蓋
と
し
て
用
い
ら
れ
る
の
か
を
お
さ

え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
た
め
の
前
提
と
な
る
先
行
研
究
と
し
て
、
都
城

に
お
け
る
漆
の
貢
納
、
使
用
の
問
題
を
文
献
史
料
か
ら
明
ら
か
に
し
た
平
川
南
の
業
績
が
あ
る
。

ま
た
、
漆
工
房
に
関
係
す
る
遺
物
と
し
て
の
土
器
を
扱

っ
た
も
の
と
し
て
、
玉
田
芳
央
の
研
究

が
あ
る
。
さ
ら
に
、
都
城
出
土
の
漆
紙
文
書
を
、
漆
の
流
通
の
中
に
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
も

の
と
し
て
古
尾
谷
知
浩
の
研
究
が
あ
り
、
本
章
の
直
接
の
前
提
と
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
本

報
告
書
作
成
過
程
で
明
ら
か
に
な

っ
た
新
し
い
知
見
も
踏
ま
え
、
あ
ら
た
め
て
考
察
を
加
え
る

こ
と
と
す
る
。

漆
作
業
の
諸
段
階
と
漆
容
器

ま
ず
、
漆
の
採
取
段
階
で
あ
る
が
、
漆
の
木
に
傷
を
付
け
、
し
み
出
る
樹
液
を
掻
き
取

っ
て

い
く
。
現
在
、
採
取
直
後
は
曲
物
桶
に
入
れ
る
が
、
古
代
に
お
い
て
い
か
な
る
容
器
を
用
い
た



か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
採
取
直
後
の
漆
を
生
漆
と
呼
ぶ
が
、
次
い
で
こ
れ
を
精
製
す
る
必
要

が
あ
る
。
精
製
作
業
は
、
盤
な
ど
の
大
き
な
平
た
い
容
器
を
用
い
、
紫
外
線
も
し
く
は
熱
を
あ

て
な
が
ら
攪
拌
す
る
。
こ
の
作
業
を
ク
ロ
メ
と
呼
び
、
精
製
を
経
た
漆
を
ク
ロ
メ
漆
と
呼
ぶ
。

精
製
作
業
は
漆
の
生
産
地
で
行
う
場
合
も
あ
ろ
う
し
、
消
費
地
で
行
う
場
合
も
あ
ろ
う
。
奈
良

時
代
に
お
い
て
、
消
費
地
で
精
製
作
業
を
行

っ
た
根
拠
と
し
て
、
平
城
京
跡
右
京
入
条

一
坊

十
四
坪
の
調
査
で
ク
ロ
メ
に
用
い
た
と
思
わ
れ
る
盤
の
破
片
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る

（奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『平
城
京
右
京
八
条

一
坊
十
三

・
十
四
坪
発
掘
調
査
報
告
』

一
九
九
〇
年
）
。
こ
れ
に
は
内
面
か
ら
回
縁
部
に
か
け
て
漆
の
膜
が
何
層
に
も
重
な
っ
て
付
着

し
て
お
り
、
同
じ
盤
を
何
回
も
繰
り
返
し
て
使

っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

生
産
地
か
ら
消
費
地
ま
で
運
搬
す
る
に
は
、
須
恵
器
の
平
瓶
、
長
頸
重
の
よ
う
な
重
に
入
れ

る
場
合
と
、
直
径
二
Ｏ

Ｃｍ
前
後
以
上
の
大

・
中
型
の
曲
物
に
入
れ
る
場
合
が
あ
る
。
須
恵
器
壼

を
運
搬
に
使
用
し
た
根
拠
と
し
て
、
持
ち
逗
ぶ
た
め
に
収
め
た
籠
の
痕
跡
が
付
着
し
て
い
る
資

料
が
あ
る
こ
と
や
、
平
城
宮

。
京
跡
出
土
墨
書
須
恵
器
壺
の
中
に
、
例
え
ば

「余
戸
郷
／
道
□

部
／
鴨
麻
呂

震

部
外
面
こ

冨

木
郷
漆
′ァ師

ヵ
鮮

部
外
口

」
酌

一ヵオ
ロ
／／
□
石
勝

徐

部
外

□

」
成

上
平
城
一爪
跡
右
一尺

条

雰

主

坪
、
西

房

坊
間
大
路
西
側
滞
出
土
）
、
読

押

イ

一
升

一
合

（底
部
外
面
、
行
の
向
き
は
ほ
ぼ
直
交
こ

（以
上
、
平
城
宮
跡
東
方
官
衡
出
土
）
と

い
っ
た
郷
名
、
人
名
、
量
の
墨
書
銘
を
有
す
る
資
料
が
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る

（玉
田
論
文

を
参
照
）
。
底
部
に
墨
書
し
て
い
る
も
の
は
、
漆
を
入
れ
る
前
、
つ
ま
り
貢
納
元
で
記
入
し
た

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
通
常
の
置
き
方
で
は
見
え
な
い
こ
と
、
全
て
の
容
器
に
記
載
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
都
で
の
検
収
目
的
の
た
め
に
は
適
さ
な
い
が
、
平
城

宮

・
京
跡
出
土
資
料
の
場
合
、
そ
の
容
器
で
地
方
か
ら
漆
が
京
進
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
は
確

実
で
あ
る
。

一
方
、
曲
物
、
或
い
は
円
形
の
木
製
容
器
で
漆
を
運
搬
し
た
根
拠
と
し
て
は
、
『延
喜
式
』

大
蔵
省
に
、
「凡
諸
国
所
進
年
料
漆
、
先
令
一一内
匠
寮
定
登

品^
ネ

即
蓋
上
記
二定
レ品
之
人
名
私
然

後
脚

庫
。
」
と
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
後
述
の
ご
と
く
、
漆
運
搬
用
の
須
恵
器
重
に
は
木
、

布
、
藁
な
ど
で
栓
を
す
る
の
で
、
文
字
を
墨
書
で
き
る
よ
う
な
蓋
は
用
い
な
い
。
こ
の
大
蔵
省

式
の
規
定
は
、
身
と
蓋
か
ら
な
る
曲
物
を
用
い
た
と
考
え
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
規
定
で
あ
る
。

ま
た
、
時
代
は
降
る
が
室
町
時
代
の
東
寺
領
新
見
荘
の
事
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。
大
永
四
年

（
一
五
二
四
）
最
勝
光
院
方
評
定
引
付
の
二
月
四
日
の
項
や
、
大
永
八
年

全
畢
禄
元
、

一
五
二
人
）

最
勝
光
院
方
評
定
引
付
の
六
月

一
七
日
の
項
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

大
永
四
年
最
勝
光
院
方
評
定
引
付
　
一
一月
四
日

一
新
見
荘
去
年

［大
永
三
癸
未
］
分
公
用
之
内
、
漆
桶

［指
中
］
拾
、
同
小
桶

一
、
都
合

十

一
桶
、
此
内
指
中

一
桶
卜
小
桶

一
ハ
去
年
分
ノ
公
事
漆

二
支
配
、
残
指
中
九
桶
者
、

去
年
年
貢
分

二
可
有
支
配
之
由
、
衆
儀
了
、
偽
召
塗
師
、
如
例
シ
ホ
ラ
セ
了
。
（後
略
）

大
永
八
年
最
勝
光
院
方
評
定
引
付
　
エハ
月

一
七
日

一
新
見
荘
ヨ
リ
漆
桶

［サ
シ
ナ
カ
］
二
到
来
之
間
、
令
披
露
之
処
、
（中
略
）
今
日
召
塗

師
令
支
配
畢
。
（後
略
）

（
い
ず
れ
も

「東
寺
百
合
文
書
」
る
。
細
字
部
は

［　
］
内
に
示
す
。
）

こ
れ
ら
を
み
る
と
、
新
見
荘
か
ら
東
寺
に
桶
で
漆
が
納
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ

れ
は
曲
物
で
は
な
く
、
結
物
の
桶
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
蓋
紙
に
つ
い
て
は
同
様
と
考
え

て
よ
い
。

さ
て
、
漆
は
消
費
地
ま
で
運
ば
れ
た
後
、
実
際
に
使
用
さ
れ
る
時
ま
で
保
管
さ
れ
る
が
、
運

搬
容
器
の
ま
ま
保
管
す
る
場
合
と
、
大
き
な
奏
の
よ
う
な
容
器
に
ま
と
め
て
保
管
す
る
場
合
が

あ
る
。
実
際
の
消
費
時
点
で
は
小
型
の
曲
物
や
壼
に
取
り
分
け
る
場
合
が
あ
り
、
さ
ら
に
杯
や

皿
な
ど
の
上
器
に
小
分
け
に
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
曲
物
を
漆
使
用
時
点
で
用
い
た
根
拠
と
し

て
は
、
日
縁
部
に
刷
毛
置
き
の
痕
跡
と
考
え
ら
れ
る
凹
形
の
加
工
が
施
さ
れ
て
い
る
資
料
が
あ

る
。
塗
る
直
前
に
は
杯
な
ど
を
パ
レ
ツ
ト
と
し
て
用
い
る
が
、
同
時
に
使
用
す
る
道
具
と
し
て

刷
毛
、
箆
、
タ
ン
ポ
、
漆
濾
し
布

・
紙
な
ど
が
あ
る
。



漆
の
生
産
か
ら
消
費
に
至
る
ま
で
は
以
上
の
よ
う
な
諸
段
階
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で

目
的
に
合
わ
せ
て
容
器
が
用
い
ら
れ
る
が
、
蓋
紙
が
用
い
ら
れ
る
の
は
曲
物
、
杯
の
み
で
あ
る
。

出
土
し
た
蓋
紙
が
付
さ
れ
て
い
た
の
が
曲
物
で
あ
る
か
杯
で
あ
る
か
は
、
縁
辺
部
の
形
状
で
区

別
で
き
る
場
合
が
あ
る
。　
一
方
、
ク
ロ
メ
用
の
盤
は
繰
り
返
し
使
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
で
漆
を

保
管
し
た
と
は
考
え
が
た
い
の
で
、
蓋
紙
を
付
す
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
運
搬
用
の
三

に
は
、
本
、
木
に
布
を
巻
い
た
も
の
、
布
、
藁
な
ど
で
栓
を
す
る
の
で
、
蓋
紙
は
用
い
な
い
。

中
の
漆
を
使
う
と
き
に
は
栓
は
固
着
し
て
取
れ
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
、
頸
部
を
割

っ
て
取
り

出
す
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
破
断
面
に
漆
が
付
着
し
て
い
る
こ
と
か
ら
推
測
で
き
る
。
な
お
、

反
古
紙
は
蓋
紙
以
外
に
タ
ン
ポ
に
用
い
ら
れ
て
い
る
例
も
あ
る
。

蓋
紙
の
復
元
直
径
は
、
大
型

（直
径
三
〇
～
二
五

ｃｍ
）
、
中
型

（二
〇
～
二
五

ｃｍ
）
、
小
型

（
一
五

伽
前
後
）
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、
こ
れ
は
容
器
の
直
径
に
規
制
さ
れ
る
。
大
ま
か
に
い

え
ば
、
大

・
中
型
の
も
の
は
運
搬
、
保
管
用
、
小
型
の
も
の
は
小
分
け
用
と
推
定
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
漆
紙
文
書
の
大
き
さ
や
形
態
か
ら
、
そ
の
資
料
が
漆
作
業
の
ど
の
段
階
で
、

ど
の
よ
う
な
容
器
に
付
さ
れ
て
い
た
の
か
を
推
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

次
に
、
容
器
に
付
さ
れ
た
蓋
紙
と
し
て
の
反
古
紙
が
、
ど
こ
か
ら
供
給
さ
れ
た
の
か
と
い
う

問
題
に
触
れ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
出
土
遺
跡
の
種
別
ご
と
に
考
え
て

み
よ
う
。

漆
作
業
用
の
反
古
紙
の
供
給

国
府
レ
ベ
ル
の
遺
跡
で
は
、
文
書
を
管
理
す
る
機
関
も
漆
を
大
量
に
消
費
す
る
機
関
も
限
ら

れ
る
。
従
っ
て
、
文
書
廃
棄
主
体
と
漆
使
用
主
体
は

一
致
す
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
そ
の
主

体
が
、
文
書
が
捨
て
ら
れ
た
場
所
に
あ
る
施
設
と
密
接
に
関
係
す
る
こ
と
も
推
定
可
能
で
あ
る
。

つ
ま
り
い
ず
れ
も
主
体
は
国
に
関
係
す
る
機
関
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
。
そ
の
他
の
場
合
と
し

て
、
郡
か
ら
進
上
さ
れ
た
漆
容
器
と
と
も
に
も
た
ら
さ
れ
た
、
郡
廃
棄
の
文
書
が
含
ま
れ
る
こ

と
も
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
文
書
の
内
容
に
よ
り
区
別
す
る
他
は
な
い
。

地
方
に
お
け
る
工
房
の
場
合
は
、
国
府
か
ら
廃
棄
さ
れ
た
文
書
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
こ
の
場

合
で
も
郡
レ
ベ
ル
か
ら
進
上
さ
れ
た
漆
容
器
に
付
着
し
た
、
郡
廃
棄
の
文
書
が
含
ま
れ
る
こ
と

も
あ
り
得
る
。

こ
れ
に
対
し
、
都
城
の
場
合
は
状
況
が
複
雑
で
あ
る
。
ま
ず
、
地
方
か
ら
の
運
搬
容
器
が
須

恵
器
壷
で
あ

っ
た
場
合
、
反
古
紙
が
使
わ
れ
る
の
は
、
都
城
で
小
分
け
さ
れ
た
曲
物
、
杯
の
み

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
小
型
の
も
の
に
限
ら
れ
る
。
蓋
紙
は
都
城
で
付
さ
れ
る
た
め
、
在
京
諸
司
、

諸
家
、
諸
寺
か
ら
廃
棄
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
文
書
と
し
て
廃
棄
さ
れ
た
後
の

反
古
紙
供
給
経
路
を
考
え
て
み
る
と
、
直
接
漆
工
房
に
関
わ
る
官
司
か
ら
廃
棄
さ
れ
た
場
合
、

官
司
払

い
下
げ
の
反
古
紙
が
、
官
制
の
ル
ー
ト
を
経
て
流
れ
て
き
た
場
合
、
市
な
ど
に

一
度
流

れ
た
後
、
購
入
に
よ
り
調
達
さ
れ
た
場
合
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

次
い
で
、
地
方
か
ら
の
運
搬
容
器
が
曲
物
で
あ

っ
た
場
合
は
、
別
の
可
能
性
も
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
地
方
か
ら
京
進
さ
れ
た
時
点
で
は
、
地
方
で
付
さ
れ
た
蓋
紙
が
か
ぶ
せ
ら
れ
て

い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
蓋
紙
は
地
方
官
行

（生
産
地
に
近
い
郡
か
、
進
上
主
体
で
あ
る
国
か

は
問
題
が
残
る
）
か
ら
供
給
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
が
、
反
古
紙
が
払

い
下
げ
ら
れ
た
場
合
も

あ
る
だ
ろ
う
し
、
未
使
用
の
白
紙
が
使
わ
れ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
地
方
の

紙
が
蓋
紙
と
し
て
付
さ
れ
、
中
身
の
漆
及
び
容
器
と
と
も
に
都
城
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
み
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
後
、
漆
を
使
用
す
る
に
従

い
、
蓋
紙
を
取
り
替
え
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。

そ
の
場
合
は
都
城
で
廃
棄
さ
れ
た
文
書
が
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
い
ず
れ
の
場
合
で
も
、
運

搬
容
器
か
ら
小
分
け
さ
れ
た
杯
に
は
都
城
で
廃
棄
さ
れ
た
文
書
が
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

反
古
紙
供
給
経
路

の
諸
相

次
い
で
、
本
報
告
書
に
収
録
し
た
事
例
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
反
古
紙
供
給
の
あ
り
方
を
復

元
す
る
こ
と
を
試
み
る
。



（
一
）
左
京
三
条

一
坊
十
六
坪

土
坑
Ｓ
Ｋ
三
九
九
五
か
ら
計
帳
様
文
書

（
一
）
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
地
は
宮
外
官
衛
も

し
く
は
離
宮
的
な
機
能
を
も

つ
施
設
が
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
従

っ
て
、
付
近
に
大
規

模
な
漆
工
房
が
継
続
し
て
操
業
し
て
い
た
こ
と
は
想
定
し
が
た
い
。
漆
蓋
紙
は
小
規
模
な
漆
塗

作
業
、
例
え
ば
調
度
品
の
製
作
、
修
理
な
ど
に
際
し
て
用
い
ら
れ
、
こ
こ
で
廃
棄
さ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
。
漆
塗
作
業
用
に
大
量
に
反
古
紙
が
調
達
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
蓋
紙
に

用
い
ら
れ
た
反
古
紙
は
、
作
業
時
に
手
近
に
あ

っ
た
も
の
か
、
工
人
が
外
か
ら
持
ち
込
ん
だ
も

の
か
、
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
同
じ
坪
に
あ
る
井
戸
か
ら

「内
匠
寮
」
と
記
し
た
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
天
皇
の

家
産
機
構
に
お
け
る
手
工
業
部
門
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ

っ
た
地
で
あ
る
こ
と
が
推
定
で
き

る
。
も
ち
ろ
ん
、
工
房
で
は
な
く
、
離
宮
的
施
設
に
お
け
る
小
規
模
作
業
に
関
わ
る
も
の
で
あ

ろ
う
。
内
匠
寮
は
神
亀
五
年

（七
二
人
）
に
設
置
さ
れ
た
官
司
で
あ
り
、
和
銅
元
年

（七
〇
入
）

以
降
、
養
老
七
年

（七
二
三
）
以
前
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
計
帳
様
文
書
の
年
代
と
は
開
き
が

あ
る
。
し
か
し
、
文
書
作
成
時
点
と
こ
れ
が
不
要
に
な

っ
て
蓋
紙
と
し
て
再
利
用
さ
れ
る
ま
で

の
時
間
差
を
考
慮
す
る
と
、
こ
の
坪
内
で
内
匠
寮
に
関
係
す
る
漆
塗
作
業
が
行
わ
れ
て
い
て
、

当
該
漆
紙
文
書
が
そ
の
際
に
用
い
ら
れ
た
蓋
紙
で
あ

っ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

（二
）
平
城
宮
跡
東
南
隅

Ｓ
Ｄ
四

一
〇
Ｏ
Ａ
か
ら
二
点

（
二

・
三
）
の
漆
紙
文
書
が
出
土
し
て
い
る
。
伴
出
木
簡
は
式

部
省
の
考
選
関
係
文
書
が
中
心
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
場
合
も
付
近
に
漆
工
房
の
存
在
は
想
定
で

き
ず
、　
一
時
的
な
漆
塗
作
業
に
伴
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

０
一）
左
京
二
条
二
坊
六
坪

東
二
坊
坊
間
路
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
五
七
八
〇
か
ら
二
点

（四

・
五
）
の
漆
紙
文
書
が
出
上
し
た
。

出
土
地
周
辺
の
状
況
を
考
え
る
と
、
奈
良
時
代
前
半
に
は
左
京
二
条
二
坊
五
坪
の
地
に
藤
原

麻
呂
の
邸
宅
が
あ

っ
た
こ
と
が
、
二
条
大
路
木
簡
の
内
容
か
ら
う
か
が
え
、
奈
良
時
代
後
半
に

は
、
左
京
二
条
二
坊
の
地
に
梨
原
宮
が
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
て
い
る

（奈
良
回
立

文
化
財
研
究
所

『平
城
京
左
京
二
条
二
坊

・
三
条
二
坊
発
掘
調
査
報
告
』

一
九
九
五
年
）
。
そ

の
よ
う
な
地
域
に
、
継
続
的
に
大
規
模
な
漆
工
房
が
営
ま
れ
て
い
た
と
は
考
え
が
た
く
、
や
は

り
邸
宅
内
に
お
け
る
調
度
品
の
製
作
、
修
理
な
ど
、
小
規
模
な
漆
塗
作
業
が
行
わ
れ
て
い
た
と

解
さ
れ
る
。
反
古
紙
の
調
達
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
ま
と
ま

っ
て
大
量
に
供
給
さ
れ
て
い
た
と

い
う
あ
り
方
で
は
な
く
、
漆
塗
作
業
を
し
て
い
た
場
で
手
近
に
あ

つ
た
反
古
紙
を
利
用
し
た
か
、

二
人
が
外
か
ら
持
ち
込
ん
だ
反
古
紙
を
利
用
し
た
か
で
あ
ろ
う
。

文
書
の
内
容
を
み
る
と
、
二
点
の
う
ち

一
点

（四
）
は
、
郡
里
制
も
し
く
は
郡
郷
里
制
下
の

田
地
に
関
す
る
文
書
、
も
う

一
点
の

一
次
利
用
面

（五
ｂ
）
は
養
老
令
制
下
の
左
京
ま
た
は
右

京
の
計
帳
、
二
次
利
用
面

（五

ａ
）
は
、
宝
亀
二
年

（七
七

一
）
の
年
紀
を
も
つ
文
書
で
あ
る
。

作
成
時
期
に
違
い
が
あ
る
が
、
田
地
関
係
の
文
書
は
保
存
期
間
が
長
か

っ
た
の
に
対
し
、
計
帳

は
短
期
間
で
不
要
に
な

っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
同
時
期
に
漆
容
器
蓋
紙
と
し
て

再
利
用
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
。

京
内
か
ら
出
土
し
て
い
る
の
で
、
京
の
計
帳
だ
け
か
ら
判
断
す
る
と
、
中
央
に
提
出
さ
れ
た

も
の
か
、
京
職
が
控
え
と
し
て
保
管
し
、
こ
こ
か
ら
廃
棄
さ
れ
た
も
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て

は
判
断
し
が
た
い
。
し
か
し
、
二
点
の
文
書
が
同
じ
経
路
で
払

い
下
げ
ら
れ
た
反
古
紙
で
あ
る

と
す
る
と
、
京
職
に
日
地
関
係
の
文
書
が
あ

っ
た
と
み
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
こ
の
場
に
は

中
央
政
府
に
提
出
さ
れ
た
人
民
や
田
地
の
支
配
に
関
わ
る
公
文
の
反
古
紙
が
集
ま

っ
て
い
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
か
か
る
公
文
を
管
理
し
て
い
た
の
は
民
部
省
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
反

古
文
書
の
供
給
元
は
民
部
省
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
同
じ
東
二
坊
坊
間
路
西
側
溝
の
下
流
、
左
京
二
条
二
坊
五
坪
の
東
に
あ
た
る
Ｓ
Ｄ

五
〇
二

一
か
ら
は
、
Ｔ

大
倭
国
志
癸
上
郡
大
神
里

・
和
銅
八
年

／
計
帳
」
と
木
日
に
墨
書
し



た
計
帳
の
軸
が
出
上
し
て
い
る

（
『平
城
木
簡
概
報
二
三
、　
一
九
九
〇
年
し
。
Ｓ
Ｄ
五
〇
二

一

か
ら
は
、
他
に
天
平

一
九
年

（七
四
七
）
の
泉
坊
か
ら
の
覆
盆
子
進
上
文
書
木
簡
、
天
平

一
九

年
の
長
門
国
調
綿
付
札
木
簡
、
美
作
国
庸
米
付
札
木
簡
、
備
前
国
調
付
札
木
簡
、
左
大
臣
官
交

易
に
関
す
る
木
簡
、
資
人
、
宿
直
、
兵
衛
に
関
す
る
木
簡
、
内
容
不
明
の

（天
平
）
二

一
年
の

年
紀
を
も

つ
木
簡
な
ど
の
ほ
か
、
大
都
保

（壺
）

一
日
、
漆

一
升
三
合
な
ど
を
購
入
す
る
た
め

の
銭

一
貫
の
出
納
に
関
わ
る
文
書
木
簡
が
出
土
し
て
い
る

（『平
城
木
簡
概
報
二
三
し
。

さ
て
、
和
銅
八
年

（七

一
五
）
大
倭
国
計
帳
が
巻
子
装
の
状
態
で
溝
に
廃
棄
さ
れ
た
こ
と
は

想
定
し
が
た
い
。
計
帳
が
不
要
に
な

っ
た
後
、
料
紙
を
再
利
用
し
つ
く
し
て
残

っ
た
軸
だ
け
を

捨
て
た
と
考
え
ら
れ
る
。
計
帳
自
体
の
年
紀
は
和
銅
八
年
で
あ
る
が
、
伴
出
木
簡
の
年
紀
か
ら

考
え
て
、
軸
が
廃
棄
さ
れ
た
の
は
天
平
末
年
で
あ
ろ
う
。
計
帳
の
紙
の
再
利
用
の
仕
方
は
、
も

ち
ろ
ん
漆
容
器
蓋
紙
と
は
限
ら
な
い
。
当
然
紙
背
の
利
用
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
伴

出
木
簡
か
ら
、
当
時
付
近
で
漆
が
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
の
で
、
漆
容
器
蓋
紙

と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ

っ
た
と
い
う
推
定
も
、
あ
な
が
ち
憶
測
と
は
い
え
な
い
。

Ｓ
Ｄ
五
七
八
〇
出
土
漆
紙
文
書
は
、
Ｓ
Ｄ
五
〇
二

一
出
土
計
帳
軸
と
廃
棄
さ
れ
た
年
代
が
離

れ
て
お
り
、
直
接
関
係
づ
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
し
か
し
、
奈
良
時
代
半
ば
に
お
い
て
も

後
半
に
お
い
て
も
、
付
近
に
民
部
省
関
係
の
反
古
紙
が
供
給
さ
れ
て
い
た
場
が
あ

っ
た
と
い
う

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（四
）
左
京
八
条
三
坊
十
坪

こ
の
地
は
東
市
に
近
接
す
る
地
域
に
あ
た
る
が
、
漆
紙
文
書

（六

・
七
）
は
九

・
十
坪
坪
境

小
路
南
側
溝
Ｓ
Ｄ

一
一
五
五
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
同
じ
滞
か
ら
は
漆
製
品
の
ほ
か
、
漆
容
器
、

漆
塗
作
業
に
用
い
る
道
具
類
が
出
土
し
て
お
り
、
付
近
に
漆
工
房
が
あ

っ
た
と
推
定
で
き
る
。

ま
た
、
こ
こ
か
ら
漆
運
搬
、
保
管
用
の
曲
物
に
付
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
漆
容
器
蓋
紙
も

伴
出
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
漆
が
大
量
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

出
土
し
た
漆
紙
文
書
の
内
容
は
不
明
で
あ
る
た
め
、
反
古
紙
の
供
給
経
路
に
つ
い
て
は
不
明

と
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
東
市
に
近
い
漆
工
房
と
い
う
条
件
を
考
え
る
と
、
後
述
の
右
京
入
条

一
坊
十
四
坪
の
場
合
と
同
様
に
、
市
で
購
入
し
た
反
古
紙
で
あ

っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
な
お
、

確
言
は
で
き
な
い
が
、
漆
運
搬
、
保
管
用
曲
物
に
付
さ
れ
た
文
字
の
な
い
蓋
紙
は
、
地
方
か
ら

漆
と
と
も
に
平
城
京
に
も
た
ら
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

（五
）
左
京
二
条
二
坊
十
三
坪

遺
物
包
含
層
か
ら
杯
に
付
着
し
た
状
態
で

一
点
出
上
し
て
い
る
が
、
内
容
が
不
明
確
な
上
、

遺
構
に
伴
わ
な
い
た
め
、
漆
塗
作
業
の
あ
り
方
や
、
反
古
紙
供
給
経
路
に
つ
い
て
推
定
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
所
も
法
華
寺
の
す
ぐ
南
側
で
、
離
宮
な
ど
の
施
設
が
付

近
に
想
定
さ
れ
る
地
で
あ
る
か
ら
、
そ
う
し
た
離
宮
や
貴
族
邸
宅
な
ど
で
の
一
時
的
な
漆
塗
作

業
に
際
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
小
分
け
用
あ
る
い
は
パ
レ
ッ
ト
用
の
土
器
に

付
着
し
て
い
た
こ
と
も
、
少
量
だ
け
漆
を
用
い
た
状
況
に
ふ
さ
わ
し
い
。

（六
）
左
京
八
条

一
坊
六
坪

漆
紙
文
書

（九
）
は
、
掘
立
柱
建
物
Ｓ
Ｂ
三

一
九
〇
の
柱
抜
取
穴
か
ら
、
曲
物
に
入
っ
た
ま

ま
固
化
し
た
漆
塊
に
付
着
し
た
状
態
で
出
土
し
た

（曲
物
の
木
質
部
分
は
失
わ
れ
て
い
る
）
。

こ
の
地
は
、
他
に
添
塗
作
業
関
係
遺
物
が
目
立
つ
わ
け
で
は
な
く
、
漆
工
房
の
遺
跡
と
は
考
え

が
た
い
。
柱
抜
取
穴
か
ら
出
土
し
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
は
建
物
解
体
時
点
に
関
係
す
る

遺
物
で
あ
る
。
し
か
し
、
解
体
作
業
に
漆
が
必
要
で
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
の
で
、
そ
の
点

不
審
で
あ
る
。
ま
た
、
漆
塗
作
業
は
ほ
こ
り
を
嫌
う
の
で
、
建
物
解
体
工
事
の
す
ぐ
近
く
で
漆

塗
作
業
を
行

っ
て
い
た
こ
と
も
考
え
が
た
い
。
ま
た
、
当
該
漆
容
器
は
、
漆
を
使
い
き
ら
な
い

う
ち
に
固
化
し
て
し
ま
っ
た
た
め
に
使
え
な
く
な
り
、
捨
て
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
こ

と
も
建
物
解
体
と
同
時
に
漆
塗
作
業
を
行

っ
て
い
た
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。



し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
使
え
な
く
な

っ
た
漆
の
容
器
を
、
わ
ざ
わ
ざ
遠
く
か
ら
逗
ん
で
き
た

こ
と
も
想
像
で
き
な
い
の
で
、
同
時
で
は
な
く
と
も
、　
一
連
の
解
体
、
新
築
工
事
の
過
程
で
使

用
さ
れ
る
は
ず
だ

っ
た
漆
の
容
器
で
あ

っ
た
こ
と
は
推
定
で
き
る
。
建
築
工
事
に
用
い
る
の
で

あ
れ
ば
、
漆
は
大
量
に
必
要
と
さ
れ
た
は
ず
で
あ
り
、
保
管
容
器
と
し
て
の
山
物
が
出
土
す
る

こ
と
は
自
然
な
こ
と
と
し
て
理
解
で
き
る
。

次
い
で
、
こ
の
文
書
の
供
給
経
路
を
考
え
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
曲
物
容
器
は
直
径

一
人

・
○

ｃｍ
を
測
る
が
、
漆
が
残
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
蓋
紙
の
付
け
替
え
回
数
は
少
な
か

っ
た

と
想
像
さ
れ
る
。
内
容
を
み
る
と
、
オ
モ
テ
面
に
は
二
段
に
わ
た
り
歴
名
が
書
か
れ
、
年
齢
と

年
齢
区
分
を
細
字
洸
行
に
記
し
て
い
る
。
そ
の
下
に
は
数
字
の
書
き
込
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

書
体
や
書
き
込
み
の
存
在
か
ら
考
え
て
、
清
書
さ
れ
た
正
式
の
京
進
文
書
と
は
考
え
ら
れ
ず
、

行
政
事
務
の
末
端
で
使
用
さ
れ
た
文
書
と
み
ら
れ
る
。
漆
付
着
面
も
歴
名
で
あ
る
が
、
性
格
は

不
明
で
あ
る
。
書
体
か
ら
考
え
て
こ
ち
ら
が

一
次
利
用
の
面
で
あ
ろ
う
。
曲
物
に
付
着
し
て
い

て
蓋
紙
の
付
け
替
え
が
な
か

っ
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
地
方
で
廃
棄
さ
れ
た
文
書
が
漆
容
器

の
曲
物
に
付
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
内
容
物
と
と
も
に
平
城
京
に
も
た
ら
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

（七
）
右
京
八
条

一
坊
十
四
坪

こ
の
遺
跡
は
、
西
市
と
深
く
関
係
す
る
工
房
の
遺
跡
で
あ
り
、
長
期
間
継
続
し
て
漆
塗
作
業

が
行
わ
れ
て
い
た
場
所
で
あ
る
。
坪
内
の
土
坑
Ｓ
Ｋ
二
〇
〇

一
か
ら
は
大
量
の
漆
紙
文
書
が
出

土
し
て
お
り
、
あ
わ
せ
て
、
こ
こ
で
も
漆
運
搬
、
保
管
用
の
大
型
曲
物
に
付
さ
れ
た
蓋
紙
が
出

土
し
て
い
る
。

文
書
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
。
ま
ず
、
籍
帳
類
と
み
ら
れ
る
歴
名

（
一
〇
～

一
四

。
一
六

～
三
人
）
、
正
税
帳
類
と
み
ら
れ
る
稲
穀
関
係
の
文
書

（
二
九

・
三

一
）
と
い
っ
た
、
律
令
国

家
の
行
政
に
関
わ
る
公
文
が
あ
る
。
歴
名
も
稲
穀
関
係
の
文
書
も
、
互
い
に
接
続
し
な
い
複
数

の
断
片
に
分
か
れ
て
い
る
。
本
来
は
そ
れ
ぞ
れ
単

一
の
文
書
で
あ

っ
た
も
の
が
分
離
し
た
可
能

性
も
あ
る
が
、
公
文
の
書
か
れ
て
い
る
面
が
オ
モ
テ
面
の
場
合
と
漆
付
着
面
の
場
合
が
あ
り
、

両
者
は
同

一
の
蓋
紙
で
は
あ
り
得
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

一
つ
の
、
あ
る
い
は
複
数

の
巻
子
装
の
文
書
か
ら
、
複
数
回
、
継
続
し
て
蓋
紙
と
し
て
再
利
用
す
る
た
め
に
切
り
取

っ
て

い
っ
た
状
況
が
推
定
で
き
る
。
こ
の
反
古
紙
利
用
の
あ
り
方
は
、
継
続
し
て
操
業
し
て
い
た
漆

工
房
に
ふ
さ
わ
し
い
。

同
じ
土
坑
か
ら
は
他
に
試
字
と
し
て
書
か
れ
た
と
み
ら
れ
る

『中
阿
含
経
』
の

一
部

合
二
八
）
、

『論
語
』
何
晏
集
解
の

一
部

（二
九
～
四
三
）
、
そ
の
他
の
習
書
類

（四
三
～
四
七
）
も
含
ま
れ

て
い
る
。
『中
阿
含
経
』
が
試
字
だ
と
す
る
と
、　
一
紙
で
完
結
し
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
こ
れ

が
単
独
で
漆
工
房
に
供
給
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く

い
た
め
、
何
紙
か
貼
り
継
が
れ
た
状
態
で
払

い
下
げ
ら
れ
た
可
能
性
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
『論
語
』
何
晏
集
解
は
、
紙
背

が
利
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
で
漆
工
房
に
供
給
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
経
緯
は
不
明

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
漆
工
房
に
払
い
下
げ
ら
れ
る
ま
で
の
過
程
に
は
問
題
が
残
る
も
の
の
、
公
文

類
も
含
め
、
同
じ
土
坑
か
ら
出
土
し
た
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
歴
名
、
稲
穀
関
係
文
書
、

試
字
と
み
ら
れ
る
仏
典
、
論
語
な
ど
は
、
そ
の
多
様
性
か
ら
考
え
る
と
単

一
の
官
司
か
ら
廃
棄

さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
複
数
の
機
関
が
供
給
源
だ

っ
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
が
ほ
ぼ
同
時

に
同
じ
場
所
で
漆
容
器
蓋
紙
と
し
て
用
い
ら
れ
て
、
同
じ
土
坑
に
廃
棄
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
漆
工
房
で
は
、
継
続
的
に
作
業
が
行
わ
れ
て
い
た
か
ら
、
継
続
的
に
大
量
の
反
古
紙
が

必
要
と
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
複
数
の
機
関
か
ら
さ
み
だ
れ
式
に
調
達
し
た
と
考
え
る
の

は
不
合
理
で
あ
る
。
こ
の
遺
跡
の
立
地
を
考
え
る
と
、
す
ぐ
近
く
に
あ
り
、
多
様
な
反
古
文
書

が
集
ま

っ
て
い
た
西
市
か
ら
、
反
古
紙
を
購
入
し
て
い
た
と
考
え
る
の
が
最
も
自
然
で
あ
る
。

ま
た
、
文
字
の
な
い
大
型
の
蓋
紙
は
、
漆
容
器
と
と
も
に
地
方
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
可
能
性
も

あ
る
。



（八
）
左
京
二
条
二
坊
五
坪

五
坪
の
南
に
位
置
す
る
濠
状
遺
構
Ｓ
Ｄ
五
三
〇
〇
及
び
Ｓ
Ｄ
五
三

一
〇
か
ら
各

一
点

（五
二

・

五
三
）
の
漆
紙
文
書
が
出
土
し
て
い
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
濠
状
遺
構
か
ら
出
土
し
た

木
簡
は
、
左
京
二
条
二
坊
五
坪
に
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
藤
原
麻
呂
の
邸
宅
、
も
し
く
は
左
京

三
条
二
坊

一
・
二

・
七

・
八
坪

（旧
長
屋
王
邸
）
に
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
光
明
皇
后
の
宮
に

関
係
す
る
と
み
ら
れ
る
の
で
、
付
近
に
継
続
的
に
操
業
し
た
大
規
模
な
漆
工
房
の
存
在
を
考
え

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
宮
や
邸
宅
内
に
お
け
る
漆
塗
作
業
に
伴
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

（九
）
西
隆
寺
跡

都
城
の
寺
院
か
ら
漆
紙
文
書
が
出
土
し
た
例
と
し
て
初
め
て
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
特

殊
な
例
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

寺
院
は
漆
を
大
量
に
消
費
す
る
機
関
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
法
華
寺
の
金
堂
造
営
に
際
し
て

は
、
柱
を
は
じ
め
と
す
る
建
築
部
材
や
調
度
品
に
至
る
ま
で
、
多
く
の
漆
塗
作
業
が
行
わ
れ
、

大
量
の
漆
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る

（天
平
宝
字
四
年

「造
金
堂
所
解
」
、
『大
日
本
古
文

書
』
編
年
文
書
巻

一
六
、
二
六
六
頁
～
二
七
四
頁
）
。
ま
た
、
仏
像
製
作
に
も
漆
は
必
需
で
あ

り
、
乾
漆
像
製
作
に
至

っ
て
は
膨
大
な
量
の
漆
が
必
要
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想

像
で
き
る
。
造
営
時
点
に
比
べ
れ
ば
少
量
で
あ
ろ
う
が
、
建
物
、
仏
像
、
調
度
品
の
修
復
、
更

新
に
際
し
て
は
、
常
に
漆
の
需
要
が
あ
り
、
継
続
的
に
漆
が
消
費
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
場
で
は
当
然
漆
容
器
蓋
紙
が
必
要
で
あ
り
、
反
古
紙
が
大
量
に
調
達
さ
れ
た
は
ず

で
あ
る
。

西
隆
寺
跡
で
は
、
食
堂
院
か
ら

一
点
の
漆
紙
文
書

（五
四
）
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

復
元
す
る
と
直
径
三
〇

ｃｍ
を
超
え
る
大
き
さ
で
あ
る
。
輸
送
も
し
く
は
保
管
用
の
大
型
曲
物
に

付
さ
れ
て
い
た
と
推
定
で
き
、
大
量
に
漆
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
の
内

容
は
、
「鉄
工
」
や

「
（優
）
婆
夷
」
に
対
す
る
食
料
支
給
に
関
係
す
る
と
み
ら
れ
る
文
書
で
あ

り
、
西
隆
寺
造
営
に
関
す
る
文
書
の
反
古
紙
が
供
給
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
文
書

は
、
宝
亀
九
年

（七
七
八
）
と
み
ら
れ
る
年
紀
を
も

つ
て
お
り
、
西
隆
寺
創
建
時
点
よ
り
も
新

し
い
時
期
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
食
堂
院
は
、
奈
良
時
代
末
か
ら
平
安
時
代
初
頭
に
お
い
て
礎

石
建
物

へ
の
建
替
え
を
中
小
と
す
る
改
修
工
事
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
伴

っ
て
作
成

さ
れ
た
文
書
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
文
書
が
廃
棄
さ
れ
て
漆
塗
作
業
の
た
め
に
用
い
ら

れ
た
の
は
、
宝
亀
九
年
以
降
で
あ
る
。
本
例
は
、
堂
舎
や
調
度
品
の
維
持
、
修
理
、
更
新
を
行

う
機
関
が
、
漆
塗
作
業
を
行
う
に
あ
た
り
、
自
ら
が
保
管
し
て
い
た
文
書
を
反
古
と
し
て
、
蓋

紙
に
用
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
一
〇
）
平
城
宮
跡
東
院
地
区

井
戸
Ｓ
Ｅ

一
六
〇
三
〇
か
ら

一
点

（五
五
）
の
漆
紙
文
書
が
出
土
し
て
い
る
が
、
こ
の
付
近

に
も
漆
工
房
の
存
在
は
推
定
で
き
な
い
。　
一
時
的
な
漆
塗
作
業
に
伴
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
一
一
）
平
城
宮
跡
造
酒
司
推
定
地
南

宮
内
道
路
南
側
溝
Ｓ
Ｄ

一
一
六
〇
〇
か
ら

一
点

（五
六
）
出
土
し
て
い
る
。
伴
出
木
簡
は
皇

太
子
時
代
の
山
部
親
王

（後
の
桓
武
天
皇
）
の
春
宮
坊
、
及
び
桓
武
天
皇
の
皇
后
、
藤
原
乙
牟

漏
の
皇
后
宮
職
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
り
、
漆
工
房
が
付
近
に
あ

っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

出
土
し
た
漆
紙
文
書
が
、
そ
の
形
状
か
ら
小
分
け
用
ま
た
は
パ
レ
ッ
ト
用
の
杯
に
付
さ
れ
て
い

た
と
み
ら
れ
、
し
か
も
単
独
で
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
こ
れ
は

一
時
的
な
漆
塗

作
業
に
際
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。

文
書
の
内
容
は
輸
租
帳
に
類
似
し
た
公
文
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
春
宮
坊
や
皇
后
宮
職
か
ら
払

い
下
げ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。
漆
工
人
が
外
部
か
ら
持
ち
込
ん
だ
反
古
紙
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。



漆
紙
文
書
の
史
料
学
的
位
置
づ
け

以
上
、
平
城
宮

・
京
跡
か
ら
出
土
し
た
漆
紙
文
書
の
各
事
例
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
用
い
ら
れ

た
漆
塗
作
業
の
あ
り
方
や
反
古
紙
の
供
給
経
路
を
推
定
し
た
。
漆
塗
作
業
の
場
は
、
大
き
く
四

つ
の
類
型
に
分
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
第

一
は
、
継
続
的
に
操
業
し
て
い
た
漆
工
房
の
場

合
、
第
二
は
、
建
設
現
場
に
関
係
す
る
場
合
、
第
三
は
、
天
皇
、
皇
族
の
宮
も
し
く
は
貴
族
の

邸
宅
に
お
け
る
比
較
的
小
規
模
な
漆
塗
作
業
の
場
合
、
第
四
は
、
寺
院
に
お
け
る
漆
塗
作
業
の

場
合
で
あ
る
。

第

一
の
類
型
と
し
て
、
（四
）
（七
）
が
あ
る
が
、
典
型
的
な
例
は

（七
）
で
あ
る
。
運
搬
、

保
管
用
の
容
器
に
付
さ
れ
て
い
た
大
型
の
蓋
紙
も
、
小
分
け
用
ま
た
は
パ
レ
ッ
ト
用
の
杯
に
付

さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
小
型
の
蓋
紙
も
出
土
し
て
い
る
。
反
古
文
書
の
内
容
は
多
様
で
あ
り
、

遺
跡
の
立
地
も
考
え
合
わ
せ
る
と
、
種
々
の
反
古
文
書
が
集
ま
っ
て
い
た
市
か
ら
調
達
さ
れ
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
大
型
の
蓋
紙
は
、
地
方
に
お
い
て
漆
容
器
に
付
さ
れ
、
そ
の
ま

ま
内
容
物
の
漆
と
と
も
に
平
城
京
に
も
た
ら
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

第
二
の
類
型
と
し
て
は
、
（六
）
が
あ
る
。
事
例
が

一
つ
し
か
な
い
の
で
、
総
体
的
に
は
論

じ
ら
れ
な
い
が
、
建
設
現
場
で
は
大
量
の
漆
が
必
要
と
さ
れ
た
は
ず
で
、
漆
の
運
搬
、
保
管
用

の
曲
物
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
条
件
に
ふ
さ
わ
し
い
。
付
さ
れ
て
い
た
反
古
紙
は
、

地
方
の
反
古
文
書
が
漆
容
器
と
と
も
に
平
城
京
に
も
た
ら
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

第
二
の
類
型
と
し
て
は
、
盆

）
（一こ

（八
）
（
一
こ

が
あ
げ
ら
れ
る
。
出
土
し
た
漆
紙
文

書
は
小
片
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
特
に

（
一
一
）
の
場
合
は
小
分
け
用
ま
た
は
パ
レ
ッ
ト
用
の

杯
に
付
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。　
一
時
的
作
業
を
行

っ
た
場
合
に
ふ
さ
わ
し
い
様
相
を
示

し
て
い
る
。
蓋
紙
に
は
、
作
業
時
に
手
近
に
あ
っ
た
反
古
紙
か
、
工
人
が
持
ち
込
ん
だ
反
古
紙

が
用
い
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
全
じ

の
場
合
は
前
者
、
全

一
）
の
場
合
は
後
者
に
当
て
は

ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
四
の
類
型
と
し
て
は

（九
）
の
西
隆
寺
跡
が
あ
る
。
寺
院
に
お
い
て
は
堂
舎
の
造
営
、
調

度
品
や
仏
像
、
仏
具
の
製
作
、
修
理
に
際
し
て
、
大
量
の
漆
を
用
い
て
お
り
、
漆
容
器
蓋
紙
も

大
量
に
必
要
と
し
た
。
西
隆
寺
の
例
で
は
、
漆
塗
作
業
を
行

っ
た
機
関
が
自
ら
保
管
し
て
い
た

文
書
を
反
古
と
し
て
用
い
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
漆
紙
文
書
の
史
料
学
的
位
置
づ
け
を
考
え
る
た
め
に
は
、
漆
塗
作
業
の
あ

り
方
と
、
漆
紙
文
書
の
大
き
さ
、
形
状
、
内
容
を
総
合
的
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

註（１
）
平
川
南
「史
料
に
み
る
古
代
の
漆
」
余
漆
紙
文
書
の
研
究
』
一
九
八
九
年
、
吉
川
弘
文
館
）

（２
）
玉
田
芳
英
「漆
付
着
土
器
の
研
究
」
（奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
創
立
四
〇
周
年
記
念
論
文
集
刊
行
会

編
『文
化
財
論
叢
』
Ⅱ
、　
一
九
九
五
年
、
同
朋
舎
出
版
）

（３
）
古
尾
谷
知
浩
「都
城
出
土
漆
紙
文
書
の
来
歴
」
翁
木
簡
研
究
Ｖ

一四
、
二
〇
〇
二
年
）

（４
）
玉
田
前
掲
註
２
論
文

（５
）
鹿
の
子
Ｃ
遺
跡
の
例
。
平
川
南
「律
令
制
と
東
回
」
翁
新
版
古
代
の
日
本
』
八
、
関
東
、　
一
九
九
二
年
、

角
川
書
店
）
を
参
照
。

（６
）
都
城
に
お
け
る
反
古
紙
を
含
む
紙
の
流
通
に
つ
い
て
は
、
仲
洋
子
「写
経
用
紙
の
入
手
経
路
に
つ
い

て
」
翁
史
論
考
≡
二
、　
一
九
八
〇
年
）
を
参
照
。
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